
 

 

事例１０ ２年 図形と合同「円周角の定理」      
 

（１）JSL生徒に対してこの課題を実施するねらい 

 円周角の定理を通して，三角形について学習した図形分野に関する数学的命題の真偽を演繹的に

推論し，それを表現して相手に伝えることを学ぶ。したがって，数学的に考察する力と，それを日

本語で表現する力の双方が必要である。最初は数学的なかき方にこだわる必要はなく，説明文を作

文するような感覚で書いても構わないとしたい。「したがって・だから・よって・ゆえに・なぜな

らば」といった接続詞の使用について知ると共に，三角形，円といった基本的な平面図形について

小学校レベルの内容について確認しながら授業を進めることも必要である。 

 

（２）既習事項の確認 

 角  辺 

 多角形，内角，外角  三角形，三角形の内角，三角形の内角の和 

 半径，直径，中心，円周，弧，弦，おうぎ形，中

心角 

 二等辺三角形，正三角形，直角三角形（定義，性質

，条件） 

 

★ 日本で学習するような図形分野は，海外では珍しく，また時期的に海外の方が遅い。さらに，

論証活動は，ほとんどの場合海外では学ぶ機会がない。よって，むしろ図形の基礎と論証に関する

基礎の学習を，取り出し指導などで十分学んでからの方が，スムーズに生徒に受け入れられるであ

ろう。 

 

（３）留意したい語彙・表現・言い回し 

 数学科の表現 

 

 

     

 

          

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

内角，円周，円周上，定理…などの用語を知っているのに使い切れない。 

数学の概念的な用語の表している意味が，正確には理

解できていない。 

・ 言いかえをする（または，させてみる）。 

例）内角＝「内側の角」，円周＝「円のまわり」 

・ 言いかえだけでは問題が解決できないこともあることを示す。 

  例）外角＝外側の角 × 

・ 子どもの状況に合わせて，問題を解きながら，概念の数学的な意

味とことばの意味との関係を理解させる。 
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（４）数学的な考え方と学習活動の流れ 

円周角の定理                 〈２年〉【図形と合同】 

課 題  円周上の角が中心角の半分の大きさであることを証明しよう。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 数学的な 

考え方  ○ ○  ○    

 

目 標 
１つの弧に対する円周角は中心角の半分の大きさであることを実験から帰納的に導き，

それがいつでもいえることを証明する。 

 

■ 活動の流れ 

数学的な考え方 学習活動 

２ 帰納的に推論する 

① 円を６等分して３つの頂点を結んだ様々な三角形を

切り出し，同じ半径の円に重ねたとき，共通に見られる

ルールや性質について，複数の辺の長さに着目して見い

だそうとする。 

  ↓ 

２ 帰納的に推論する 

 ② いくつかの具体的な操作による思考から共通に成立

していると思われる円周上の角の大きさに関する性質

やルールを見いだす。 

  ↓ 

５ 一般化する 

 ③ 円周上の角に関する具体的な事例による帰納的な考

察から，それらを含むより大きな集合について考察し成

り立っているであろうと考えられることを推測する。

  ↓ 

３ 演繹的に推論する 

 ④ 既習の数学的知識をもとにして，厳密に，円周角の定

理が，３パターンのうちの１番目について，成り立って

いることを見いだす。 

  ↓ 

３ 演繹的に推論する 

 

 

 

⑤ 既習の数学的知識をもとにして，厳密に，円周角の定

理が，３パターンのうちの２番目について，成り立って

いることを見いだす。 

  ↓ 

３ 演繹的に推論する 

 ⑥ 既習の数学的知識をもとにして，厳密に，円周角の定

理が，３パターンのうちの３番目について，成り立って

いることを見いだす。 

■ 準備するもの 

  半径２cmの円を６つ印刷したＢ４白紙(教師)，コンパス，はさみ，物差し 
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■  学習活動と具体的な支援の例 

 学習活動 支援 ▲JSL支援事項△留意事項 

導

入 

 （導入課題とその解決） 

■半径２cmの円を６～８つ描いてある

紙を配布する。 

■すべての円について，円周を６等分

する。 

※ 実態に応じて，生徒が円を描いてもよい。 

※ ８等分の方がより興味深い学習が可能であるが， 

角の二等分線の作図等確認するべき既習事項は増え 

る。 

※６等分する方法について復習する必要があるか否か

は，教室と生徒の実態に応じて決定してよい。正六角

形についてどこかで扱われているなら，容易に等分で

きるであろう。１年次で平面図形の対称性について学

ぶ際に扱っておくと効果的である。 

 

▲語彙：円，半径，等分 

△実態に応じて，生徒が円を描いてもよ

い。 

△８等分の方がより興味深い学習が可能

であるが，角の二等分線の作図等確認す

るべき既習事項が増えるので，注意が必

要。 

△６等分する方法について復習する必要

があるか否かは，教室と生徒の実態に応

じて決定してよい。正六角形についてど

こかで扱われているなら，容易に等分で

きるであろう。１年次で平面図形の対称

性について学ぶ際に扱っておくと効果的

である。 

展

開

１ 

 ■各円周上の任意の３点を結び，いろ

いろな三角形を作る。 

※どの３点でもよい。円に内接する三角形ができる。

教師の発問で，形の違う三角形を作るように指示する

。 

■作った三角形を切り出す。 

■「何種類の三角形ができたか」 

※直角三角形，正三角形，頂点が鈍角の二等辺三角形

の３種類の三角形ができる。 

■「内角は，どのような値か。」 

※切り出した三角形から，30°，60°，90°，120°

の４通りの内角が得られる(４通りの内角しか得られ

ない）。 

※角の大きさは，生徒を指名し，生徒の発言によって

明らかにしていく。その際，理由も問う。教師が明ら

かにしない。 

※切り出した三角形紙片に角の値を記入するように指

示すると，非常にわかりやすくなる。 

▲内角，外角の説明が必要な場合，説明する

。ことばだけでなく，図解が必要な場合があ

る。 

  

▲言い換え：「値か」⇨ 「どれくらいの角度

と思うか」 

△角の大きさは，生徒を指名し，生徒の

発言によって明らかにしていく。その際

，理由も問う。教師が明らかにしない。

▲切り出した三角形紙片に角の値を記入す

るように指示しながら，「内角」ということ

ばを使うと，理解が進む。 
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展 

開 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①円を６等分し

て３つの頂点を

結んだ様々な三

角形を切り出し，

同じ半径の円に

重ねたとき，共通

に見られるルー

ルや性質につい

て，複数の辺の長

さに着目して見

いだそうとする。 

 

 

②いくつかの具

体的な操作によ

る思考から共通

に成立している

と思われる円周

上の角の大きさ

に関する性質や

ルールを見いだ

す。 

 

③円周上の角に

関する具体的な

事例による帰納

的な考察から，そ

れらを含むより

大きな集合につ

いて考察し，成り

立っているであ

ろうと考えられ

ることを推測す

る。 

■半径２cmの円が１つ印刷してある 

白紙を配布する。 

■切り出した複数の三角形を同じ長さ

の辺で重ね，これを半径２cmの円周上

に置く。 

※各頂点が円周上にピッタリと収まることに気がつく

。 

 

        図１             図２ 

 なお，円周角の定理と３平方の定理により，辺の長

さはすべて求めることが可能である。 

 

■気がついたことをまとめる。 

※上の図の２通りの試みから，気がついたことを挙げ

ていく。時間を与えて考え，生徒が発表する。 

※生徒の側から出なければ，教師が板書等で，同じ弧

に対する円周上の角が等しいことを示す。 

 

■その大きさを知る。 

※図１，図２共に紙辺には角の大きさが記してあるの

で，中心角と比較することは簡単である。どの円周上

の角も中心角の半分の大きさであることを，具体的な

角の大きさから知る。 

 

■「円周角の定理」の定式化 

※同じ弧に対する円周上の角が等しいことを見いだし

た後で「円周角」の用語とその意味を学び，更に円周

角の定理としてまとめる。 

 

 

▲「円周」，「円周上に置く」ということば

を左の作業をしながら，繰り返し示すこと

が大切である。 

 

△いろいろ違う長さの辺で同様のことを試

行するよう指示する。切り出した三角形に

現れる辺の長さは，全部で３通りのみであ

る。教室や生徒の実態に応じて，そのあた

りの理由を問うてみるのも，良い学習であ

る。円周を等分する円周上の６点から任意

の２点を選ぶ選び方は，３通りしかないか

らである。下図の２通りを試みることがで

きる。 

 

△「三角形に現われる辺の長さが全部で３

通りのみである」ことの理由を生徒に聞い

ても，わからない場合，その原因がどこに

あるかを考える必要があろう。たとえば「

三角形に現われる」という表現が理解でき

ない場合は，数学が理解できないこととは

異なるであろう。 

 

▲「内角」と「円周角」の違い，「円周角」

と「中心角」の違いにも留意する。これも

，図を示しながら，あるいは部分を切り出

しながら説明する。 

▲「気がついたこと」を問う場合，生徒によ

ってはヒントが必要な場合があろう。生徒

の実態にあわせ，理解しやすいことばや言

い換えて問う工夫が必要である。 

 

▲「同じの弧」の説明では，「同じ」「弧」

を図のうえで指し示しながら，説明したい｡

▲「円周角は，いつも中心角の半分だね。だ

から，円周角の大きさはいつも中心角の半

分の角度だね」 
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④既習の数学的

知識をもとにし

て，厳密に，円周

角の定理が，３パ

ターンのうちの

１番目について，

成り立っている

ことを見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤既習の数学的

知識をもとにし

て，厳密に，円周

角の定理が，３パ

ターンのうちの

２番目について，

成り立っている

ことを見いだす。 

 

 

 

 

 

 

■円周角の定理が成り立っていること

を，段階的に証明する＜その１＞ 

※ここまでが操作活動中心の授業であるから，生徒と

教室の実態によっては１時間の授業でこの段階まで進

めない場合もあろう。 

 

 

       図３           図４ 

※図４のように補助線を引く。 

   △ＯＡＰにおいて， 

        ＯＡ＝ＯＰ 

    ∴ ∠ＯＡＰ＝∠ＯＰＡ 

    ∴ ∠ＡＯＱ＝∠ＯＡＰ＋∠ＯＰＡ 

                ＝２∠ＯＰＡ………………① 

 同様に 

    ∠ＢＯＱ＝∠ＯＢＰ＋∠ＯＰＢ 

                ＝２∠ＯＰＢ………………② 

 ①＋②より， 

      ∠ＡＯＢ＝２∠ＡＰＢ 

すなわち 

    ∠ＡＰＢ＝１／２∠ＡＯＢ 

■円周角の定理が成り立っていること

を，段階的に証明する＜その２＞ 

 

図５ 

   △ＯＢＰにおいて， 

        ＯＢ＝ＯＰ 

    ∴ ∠ＯＢＰ＝∠ＯＰＢ 

    ∴ ∠ＡＯＢ＝∠ＯＢＰ＋∠ＯＰＢ 

                ＝２∠ＯＰＢ 

  すなわち 

    ∠ＡＰＢ＝１／２∠ＡＯＢ 

▲ 以下，証明が理解できないときは，まず

具体的な角度で証明方法を理解したあと，

文字を使う。 

△まず，図３，４のような場合から考え

る。この状態で円周角が中心角の半分で

あることを示すことができればよい。 

 

▲説明を言い換えても理解できないときは

具体的な角度で説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△図５の場合，補助線は不要であること

を確認する。 
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⑥既習の数学的

知識をもとにし

て，厳密に，円周

角の定理が，３パ

ターンのうちの

３番目について，

成り立っている

ことを見いだす。 

■円周角の定理が成り立っていること

を，段階的に証明する＜その２＞ 

 

 

          図６            図７ 

※図７のように補助線を引く。 

  前の証明により， 

    ∠ＱＰＢ＝１／２∠ＱＯＢ …………① 

     ∠ＱＰＡ＝１／２∠ＱＯＡ …………② 

  ②－① より 

    ∠ＡＰＢ＝１／２∠ＡＯＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 「Ａ＝Ｂ，Ｃ＝Ｄ ならば    

     Ａ− Ｃ＝Ｂ− Ｄ」 

 であることを確認する。 

ま

と

め 

  ▲「円周角は，いつも中心角の半分だね。だ

から，円周角の大きさはいつも中心角の半分

の角度だね」 
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